
　伝統の獅子踊りも出演した綴子下町大太鼓保存会。

大太鼓をバックに、勇壮で躍動感あふれる舞いを披

露しました。　※長烏帽子に奴袴姿は口上を述べる

「露払太夫（つゆはらいたゆう）」

▲

▲女性による担ぎ太鼓の両面打ちなど

が目を引いた「森吉山麓火まつり太鼓」

　さわやかな秋晴れの下、会場となった大
太鼓の館・野外ステージでは、およそ１５
００人が太鼓まつりを楽しみました。行楽
の途中立ち寄った県外からの観光客も多く、
イベントとともに、大太鼓の館の各展示コ
ーナーも見学していました。

　観客も参加した「ドラムサークル」。リ
ズムを身体を使って楽しみ、ストレスを
発散することで心身ともに健康になる、
全員が参加者で観客のいない音楽活動
ともいわれています。

▼
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▼　乗りのよい曲「Swing」で会場を湧かせた鷹巣ばやし普及会▼
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▼

▼

▲お隣りの大館市から参加していただ

いた「田代太鼓振興会」。ジャンプなど

のパフォーマンスも大受けでした。

▲軽やかな振り付

けと演奏で華やか

さを演じた「婦団

連ふるさと太鼓」。

▲６年生全員が参加してくれた鷹巣小学校の「鷹っ子ばやし」。「竹」と「樽」を組み

合わせたパーカッションと、リコーダーとのアンサンブルで熱演しました。 
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催
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熱
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▲


